
 

 

 

 小学校では、令和２年４月から新しい学習指

導要領が全面実施になります。 

 学習指導要領は、日本全国どこで暮らしてい

ても、同じ目標に向かって、同じ教科・内容の教

育が受けられるようにするため、文部科学省が

定めている基準です。教科書は、この学習指導

要領に基づいて編集されており、およそ１０年

ごとに改訂されます。 

 この度改訂された新学習指導要領では、道徳

が「特別の教科 道徳」として教科化されたり、

中学年から「外国語教育」が導入されたり、「プ

ログラミング教育」が必修化されたりします。

これらの新しい取組みにより、グローバル化や

情報化などによる社会の変化に対応し、自分た

ちを取り巻く様々な社会の課題に向き合い、解

決しようとする力の育成を目指しています。 

 新しい内容は加わりますが、その分、他の内

容が減るかというと、そうではありません。文

部科学省は「学習内容の削減は行わない」とし

ています。そのため、右上の資料にあるように、

来年度使用する教科書の総ページ数は、平成 17

年度の約 1.8 倍になっています。もちろん、子

どもたちが学びやすいように資料ページを増や

したり、レイアウトを工夫したりしたこともペ

ージ数が増えた要因ですが、子どもたちが学ぶ

量は確実に増えています。 

 学ぶ量が増えると、授業時数をある程度増や

さなければなりません。雲南市では「外国語教

育」を先行実施しているため、４年生以上は毎

日６時間授業にしています。以前は９月に入っ 

てから２学期を始めていましたが、近年は８月

中に始めるようにしています。また、これまで

あった学校行事や体験活動などを精選し、授業

時数を確保するように努めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インフルエンザ等の感染症によって学級閉鎖に

なることも考えると、時間はギリギリです。 

 教員は、その限られた時間の中で「未履修（教

えなかった内容）」がないように、教材研究をし

たり、授業の進め方を工夫したりして計画的な

授業づくりをしています。しかし、６時間目の

授業が終わり、子どもを見送った頃には 16時を

過ぎ、勤務終了時刻まで１時間もありません。

今年度から職員会議を月１～２回に減らしまし

たが、圧倒的に時間は不足しています。 

 現在、４月からの新学習指導要領全面実施に

向け、様々な計画を立てているところですが、

どうやって時間を生み出すかが大きな課題で、

行事等のさらなる精選も考えねばなりません。

本当は、もっと地域に出かけ、たくさんの人と

関わりながら学習する時間を大事にしたいので

すが、現状を考えると難しい状況です。そのよ

うな中ではありますが、斐伊ならではの教育の

実現を目指し、地域の皆様のご理解とご協力を

得ながら試行錯誤を重ねていきたいと考えてい

ます。今後ともよろしくお願いいたします。 

        令和元年度 斐伊小学校だより 第 10 号   令和２年２月 21 日

ひ い の 子 

出典：「教科書発行の現状と課題（2019 年版）」  

一般社団法人 教科書協会 



 

 

1/28（火）６年生の「未来プ

ロジェクト」の時間に若松

家の店主、村松 憲さんに

来ていただきました。経営

者になりたかったこと、被

災したこと、ボランティア

活動のことなどを話して

いただきました。 

 

 

 

 

 

 

1/30（月）1年生は生活科の時間に「昔の遊び」

の学習をしました。けん玉やカルタ取り、お

はじき、あやとり、凧揚げ、こま回し、缶ぽ

っくり、竹とんぼ、羽根つきなど、地域講師

のみなさんと楽しい時間を過ごしました。 

 

 

 

 

1/31（金）６年生の「未来プ

ロジェクト」の時間に斐伊

こども園の保育教諭、山内

真由美さんに来ていただ

き、園児の様子や保育の仕

事について話していただ

きました。 

 

2/6（木）みふぃ～

＆LiLica のみな

さんによるコン

サートを開催し

ました。『パプリ

カ』をみんなで踊

ったり、Official

髭男 dism（ヒゲダン）や Superflyなど、最

近流行している楽曲の演奏を聴いたりして、

とても盛り上がりました。 

※写真は中学年の様子  

2/7（金）２年生

は、「バースディ

プロジェクト」

の学習をしまし

た。講師には県

の助産師会から

須山幸子さん、

三島礼子さんに来ていただきました。助産

師さんの説明や出産場面の劇、妊婦さんと

のふれあい等をとおして、命の尊さや、自分

の命も友達の命も同じように大事だという

ことなどを学びました。 

 

2/10（月）雲南市社会福

祉協議会のお世話にな

り、４年生が福祉につ

いて学習しました。車

椅子の介助体験をした

り、器具を装着して高

齢者疑似体験をしたり

しました。 

2/14（金）1、2年

生が地域講師

のみなさんと

一緒に「森の工

作」をしまし

た。グルーガン

や木工用ボン

ド等を使い、木材を組み合わせたり、松ぼっ

くりやビーズなどで飾ったりして思い思い

の作品を作りました。 
 

ありがとうございました 

秋山 悦子さん 大坂 進さん 岡村 八重子さん 

小林 喜好さん  高橋 一さん  比企 勝久さん 

深田 米子さん 

 

ありがとうございました 

小村 時夫さん 河角 富義さん 佐藤 重夫さん  

高橋 一さん  富田 勇次さん 橋本  博さん 

藤原 恭久さん 細木 芳光さん 松本 初夫さん 

  

 橋本 博さん 藤原 恭久さん 

 ３月の主な行事予定 
６（金）地区児童会、集団下校 

16（月）振替休業日（20 日卒業式） 

19（木）６年給食最終日 

20（金）春分の日、卒業式 

23（月）給食最終日 

24（火）修了式、離退任式 


